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はじめに

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料に加筆

主題＝「何故SDM？」「何故できた？」「次は？」

SDM？

Tools？ で、次は？
(≠分析結果)
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分析チーム

※SE：システムズエンジニアリング、OsPs：Originator’s Props LLC
※Methodology Laboratoryは、上記より多くの多様なメンバーで構成されています
画像：Facebook

SEを基盤とし、多様な専門性・経験を持つメンバーでチームを構成
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自動車
製品設計
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インダストリー4.0の理解の難しさ

多分野のテーマが様々な観点で数多く存在し、全体像が掴めない

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料に加筆
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インダストリー4.0理解のためのアプローチ

多分野のテーマが様々な観点で数多く存在し、全体像が掴めない

俯瞰的に見て 要素を統合する

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料に加筆
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慶應SDMとは

引用：『SDMの基礎』公開集中講座テキスト

多様な専門性を統合することで、システム全体を創造的に
デザインするための知恵とスキルを教授することを目指して設立

SDM学
システムズエンジニアリングや
システム思考、デザイン思考、
プロジェクトマネジメント等を
ベースに構築された、文理融合
型、学問分野横断型の学問体系

俯瞰的に見て 要素を統合する
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SEの理解の難しさ

※SE：システムズエンジニアリング
画像：ものづくり白書、モデルベースシステムズエンジニアリング導入の手引き、システムズエンジニアリングの基本的な考え方、

慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科ホームページ

多様な人が似たことを言うが、具体的内容が乏しいものが多い

経済産業省
ものづくり白書(2018)

慶應SDM
システムデザイン・マネジメント

とは？

IPA
モデルベースシステムズエンジニアリング

導入の手引き

JAXA
システムズエンジニアリングの

基本的な考え方
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今回のポイント

※考え方：進め方とその組み合わせを考える方法、進め方：やり方とその組み合わせを考える方法、やり方：作業の方法

SEの「考え方」レベルについての実践ポイントとその実例

SEの

 考え方

 進め方

 やり方

今回はここ

SEコンサル

ツールベンダー

注）
違いを際立たせるための表現であり、あくまで主観です。
全てが上記に分類される訳ではありませんので、ご承知おきください。
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分析対象 (RRI依頼分)
多分野のテーマを様々な観点で述べた数多くの文書

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料に加筆
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採用しないアプローチ

個別文書の内容に深く入り込まない

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料に加筆

理
解
の
深
さ

理解の範囲
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採用するアプローチ①

個別文書の構造化 ＆ 文書全体の構造化

構造化

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料
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構造化①～文書全体

分類・層別 ＆ 不足文書追加

※赤枠文書が追加した文書
画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料

分
類

Upper Layer

System Requirement Layer

System Element Layerざっくり内容理解

文書構造化＆統合
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構造化②～個別文書

こんなこと書いてる ＆ こんなこと思った

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料に加筆

理
解
の
深
さ

理解の範囲

こんな感じ
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採用するアプローチ②

段階的な詳細化 ＆ 動きの理解

上
位
階
層
の
文
書
か
ら

発行が古い文書から

Upper Layer

System Requirement Layer

System Element Layer

※赤枠文書が追加した文書
※矢印で繋がっている文書のみ、発行順を示す
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実践のポイント：Tools

画像：納入成果物「Tools」

2 x 2Tool2Building BlockV model

Tool1Life-cycle StagesIPO DiagramMECE

どんなこと/ものにも当てはまる見方・捉え方を臨機応変に
意識して“使う”のではなく“備わる”まで身に染み込ませる
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実践例のポイント①～アプローチ

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料、納入成果物「Tools」

InとOut ＆ 分解と統合 ＆ 構造と動き
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実践例のポイント②～文書全体の構造化

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料、納入成果物「Tools」

内と外 ＆ 上と下

上
と
下

内と外

統合
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実践例のポイント③～文書の構造化①

画像：RRIドイツ調査資料、納入成果物「Tools」

内と外 ＆ 上と下

上
と
下

内
と
外
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実践例のポイント④～文書の構造化②

画像：RRIドイツ調査資料、納入成果物「Tools」

実施と結果 ＆ ステージ ＆ 要求と手段＆ 設計と検証
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考え方レベルのSE実践メリット

考えてないことが分かる ＆ 何を考えるべきかが分かる
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ドイツ調査で分かったこと

前提が違った。。。I4.0は、PI4.0だけで実現させていない

画像：RRI WG1報告 調査研究報告（2019年5月31日）資料に加筆
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今後の方向性

見ていたものの、更にその外側を含めて整理する

画像：The Seven Samurai of Systems Engineering - Dealing with the Complexity of 7 Interrelated Systemsに加筆

見ていたもの：
S2,3の一部

＝PI4.0

見ていたもの：
S1,P1の一部


